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長野県 77市町村（19市23町35村）

東北中南信の4信 10圏域

日本一村が多い！

県が設置する相談支援拠点（町村部）

「長野県生活就労支援センター」
市は「○○市生活就労支援センター」

愛称は“まいさぽ”
で統一して広報、普及



長野県の研修（令和元年度）
令和元年度長野県委託事業
信州パーソナル・サポート事業 研修等従事者スキルアップ事業

研修区分 研修名

セミナー 生活困窮者支援推進セミナー

階層別
研修

信州パーソナル・サポート事業 階層別研修【初任】、共通研修
（階層別研修兼スキルアップ研修）

信州パーソナル・サポート事業 階層別研修【中堅】、主任相談支援員養成研修
（階層別研修兼スキルアップ研修）

テーマ別
研修

信州パーソナル・サポート事業 テーマ別研修【子ども・家庭支援編】
（まいさぽ支援員地域研修１）
※スクールソーシャルワーカー実務者会と合同開催

信州パーソナル・サポート事業 テーマ別研修【精神疾患編】
（まいさぽ支援員地域研修２）

信州パーソナル・サポート事業 テーマ別研修【子ども・家庭支援編２】
（まいさぽ支援員地域研修３）
※スクールソーシャルワーカー実務者会と合同開催

スキルアップ研修
信州パーソナル・サポート事業 相談支援員養成研修

信州パーソナル・サポート事業 就労支援員養成研修



長野県の研修（今年度）
令和２年度長野県委託事業
信州パーソナル・サポート事業 研修等従事者スキルアップ事業

研修区分 日程・開催方法 研修名

セミナー 3月予定・オンライン 生活困窮者支援推進セミナー

階層別
研修

9月開催・参加者オンライン、講師集合
信州パーソナル・サポート事業 階層別研修【初
任】、共通研修
（階層別研修兼スキルアップ研修）

12月開催・集合
信州パーソナル・サポート事業 階層別研修【中
堅】、主任相談支援員養成研修
（階層別研修兼スキルアップ研修）

テーマ別
研修

10月開催・集合、オンラインのハイブリット
信州パーソナル・サポート事業 テーマ別研修
【外国人支援編】

スキル
アップ研
修

12月開催・集合
信州パーソナル・サポート事業 相談支援員養成
研修

2月予定・オンライン
信州パーソナル・サポート事業 就労支援員養成
研修



研修企画チーム立ち上げ

所属 職名 氏名 選出区分

まいさぽ東御 主任相談支援員 佐藤 もも子 まいさぽ主任相談支援員

まいさぽ飯山 相談就労支援員 内藤 美和 まいさぽ相談支援員及び就労支援員

まいさぽ千曲 相談就労支援員 山﨑 大地 まいさぽ相談支援員及び就労支援員

まいさぽ信州長野 主任相談支援員 市原 綾子 まいさぽ家計改善支援員

箕輪町社会福祉協議会
地域福祉コーディ
ネーター

西澤 智美 まいさぽ出張相談所職員

長野県地域福祉課 主任 矢島 峻介 長野県健康福祉部地域福祉課職員

長野県社会福祉協議会 主事 齊藤 舞 長野県社協相談事業部職員

＊令和2年2月に第1回チーム会議を開催予定だったが、コロナの影響により6月に延期



第1回企画チーム会議

・昨年度の研修の振り
返り（アンケート内容

等）

・都道府県担当者研修
の内容共有

・コロナウイルス感染
症対策を踏まえた事業
実施方針について共有

・企画チームとしての
方針検討



研修コンセプト

★研修を受けて実践が変わる、

組織の意識が変わる

★個別支援と地域づくりの視点

★不安⇒やりがい

★スーパーバイズ機能の強化、

支援員間のつながり

★理念が命



◆初任者研修（8/5⇒9/11延期）

・企画チームメンバーが講師
・目指すのは「ワクワクする」研修
・悩みを吐き出す⇒イメージを掴む⇒引き出しを増やす

ところが・・・
・8月5日開催予定から9月に延期
・集合研修から完全オンライン研修に切り替え
・オンライン研修に向けて内容の見直し

＊初のZoomでの打合せをとおして機能の確認
＊ブレイクアウトルームを使用して参加型を実行

とにかくやってみよう！！！！



実は…8月にオンライン研修を実施



初任者研修の様子 参加者：35名
講師7名は県社協に集合



初めてオンライン研修をやってみて①
【よかったこと】

• 遠方でも参加できる。

• 工夫次第で参加者どうしの交流もできる。

• 初めてのZoom研修を経験してもらえた。

【課題】

• グループワーク以外の交流が難
しい。

• こまめな休憩が必要。想像以上
に目が疲れる。

• 機器に不慣れだと余計なストレ
スがかかる。

• ファシリはブレイクアウトセッ
ション時の時間配分に注意

事前テストの実施により、接続不備の参加者は０。





初めてオンライン研修をやってみて②

【研修に参加して気づいた視点（参加者感想より抜粋）】

・約5か月、不安だけが先行していましたが、県内に
これだけ多くの担当者がいることを改めて知り、困っ
たことがあれば遠慮せず助けを求めることができる仲
間がいると感じた。

・他地域の担当と話しができ、視野が広がった。

・グループワークにより「繋がる」ことの大切さ、重
要性を実感した。

研修＝学びの場＋繋がる場 支援者を孤立させない！



◆テーマ別研修【外国人支援編】（10/21）

・貸付や住居確保の相談者に外国籍の方が急増

・言葉の壁、文化の違い・・・

「外国の方がどういうところで困るのか知りた

い。」

・会場とオンラインのハイブリッドで開催

・実際の支援で困っているケースを共有

・多文化共生相談センターとの連携（通訳協力・オ
ンライン活用）

・日本語教室の立ち上げに向けて動き出した社協も

企画チームで内容を検討することで、現場の課題に
即したテーマで実施できた。



企画チームメンバー作成グラレコ



◆相談支援員・主任相談支援員研修（12/1.2）

・企画チームで内容検討

・外部講師をお呼びし2日間をとおして開催

・会場で感染予防対策をしたうえで開催

・事例検討をとおして支援の見立てを学ぶ



課題と成果

•講師、企画チーム、県社協の役割を明確に

•所属や立場も異なるメンバーが一緒に企画をする。

•模索しながら「チーム」になっていく。

•企画の過程がチームメンバーの学びに。

•「仲間」がいることの心強さ。



こんな状況だからこそ

学びも繋がる場も

なくしてはいけないと思います。

「できること」を一緒に

考えていきましょう！


